
令和４ 年度病害虫発生予察特殊報第２ 号 

 

令 和 ５ 年 ２ 月 １ ０ 日 

愛 知 県 

 

１  病害虫名： サツ マイ モ基腐病（ も と ぐ さ れびょ う ）  

（ 病原菌 Di apor t he des t r uens（ Har t er） Hi rooka, Mi nosh. ＆Rossman）  

２  発生作物： サツ マイ モ 

３  発生地域： 西三河地域 

４  本県での発生確認の経過 

令和４ 年 10 月、 西三河地域のサツ マイ モほ場で地際部の茎やなり 首側の塊根が

変色し て腐る 症状が発生し たと の報告があっ た。愛知県農業総合試験場において塊

根及び茎の表面に柄子殻の形成を 確認し 、分離し た病原菌の形態観察を し たと こ ろ、

サツ マイ モ基腐病が疑われた。  

こ のため、 農林水産省名古屋植物防疫所に同定依頼し た結果、 令和５ 年１ 月に本

県未発生のサツ マイ モ基腐病である こ と が判明し た。  

５  国内での発生状況 

本病は、 国内では平成 30 年に沖縄県で初めて発生が確認さ れ、 その後、 計 30

都道府県で報告さ れており 、 本県の近隣では岐阜県、 三重県、 静岡県、 長野県で確

認さ れている 。  

６  病徴及び発生生態 

（ １ ） 苗床では、 巻葉、 葉の赤変や黄変、 株元の茎の黒変、 株の萎縮およ び種いも の

腐敗等が見ら れる 。  

（ ２ ） 本ぽでの発病初期は葉が赤変、 黄変し 生育不良と なる 。 茎は地際部から 暗褐色

～黒色に変色する 。 その後、 茎葉の枯死（ 図１ ） や塊根のなり 首側の腐敗が生じ

（ 図２ ）、 腐敗は次第に塊根全体に広がる 。 収穫時に健全に見えた塊根が貯蔵中

に腐敗する こ と も ある 。  

（ ３ ） 本ぽで茎葉が繁茂する 時期は株の異常に気付き にく く 、 収穫時期が近づき 、 茎

葉の生育が衰える 頃になっ て枯れ上がったよ う に見える 場合が多い 。  

（ ４ ） 発病株では、 表層に微少な黒点粒状の柄子殻が形成さ れる（ 図３ ）。 柄子殻から

漏出し た胞子（ 図４ ） は、 風雨やほ場の停滞水によ っ て広がり 、 周辺株に感染す

る 。  

（ ５ ） 罹病し たつる や塊根で伝搬する 。 ま た、 植物残さ 上で越冬し 、 翌年の伝染源と

なる 。  

（ ６ ） 本菌の宿主はヒ ルガオ科植物（ 主にサツ マイ モ） である 。  
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７  防除対策 

（ １ ） 本病の未発生ほ場で生産さ れた健全種苗を使用する 。  

（ ２ ） 未消毒の苗を 使用する 場合は、 適用のある 薬剤で消毒する （ 表）。  

（ ３ ） 発病株（ 茎葉や塊根） は速やかに抜き 取り 、 適切に処分する 。 その後、 周辺株

への感染予防のため薬剤を 散布する（ 表） と と も に、 以降も 新たな発病株がない

か注意する 。 ま た、 収穫後の残さ はほ場から 持ち出し 、 適切に処分する 。  

（ ４ ） 発生ほ場では、 次作の植付前に土壌消毒を行う （ 表）。  

（ ５ ） 発生ほ場で使用し た農機具や資材は、 洗浄や消毒を 十分に行う 。  

（ ６ ） 排水不良のほ場で発生し やすいため、 排水対策を十分に行う 。  

（ ７ ） 多発ほ場ではサツ マイ モの連作を 避け、ヒ ルガオ科植物以外の作物を 栽培する 。 

（ ８ ） 対策等の詳細は、 農研機構生研支援センタ ーイ ノ ベーショ ン創出強化研究推

進事業( 01020C) のマニュ アル「 サツ マイ モ基腐病の発生生態と 防除対策（ 令和

３ 年度版）」 を 参照する

（ ht t ps: //www. nar o. go. j p/publ i ci t y_ r epor t /publ i cat i on/pamphl et /t ech-

pamph/151859. html ）。  

８  連絡先 

愛知県農業総合試験場 環境基盤研究部 病害虫防除室 

電話： 0561-62-0085（ 内線 471）  

 

 

表 サツ マイ モ基腐病に対する 主な防除薬剤（ 令和５ 年２ 月 10 日現在）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
FRACコ ード は殺菌剤の作用機構によ る 分類を 示す。  
FRACコ ード 及び殺菌剤の耐性リ ス ク の詳細は、
ht t ps: //www. j cpa. or . j p/asset s/f i l e/l abo/mechani sm/code_ pdf 01_ 2022. pdf を 参照する 。  
農薬の散布に当たっ ては、 ラ ベルの表示事項を 守る と と も に、 他の作物や周辺環境への飛散防止に努める  
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図１ ， ２ ： 三重県病害虫防除所提供 

図３ ， ４ ： 名古屋植物防疫所提供 

図４  柄子殻内の胞子 図３  茎上に形成さ れた柄子殻 

図１  発生ほ場での茎葉の枯死 図２  なり 首側から の腐敗（ 断面）  
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